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1章
三菱重工グループについて
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三菱重工グループのアウトラインについて
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三菱重工グループの社会貢献に向けた歩み

現在・未来1884年の創業以来、社会の発展に貢献するため、
様々なソリューションを提供してまいりました。
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2章
三菱重工グループのカーボンニュートラル宣言
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第1章の趣旨(配付用)

 2021年10月、三菱重工グループはカーボンニュートラル宣言を発表しました。

 三菱重工グループのカーボンニュートラル宣言｢MISSION NET ZERO｣では、
2040年にScope1、2、3の全てのCO2排出量をニュートラル化します。

 三菱重工グループのCO2排出量は約15億トン-CO2/年で、そのほとんどが
Scope3です。

 三菱重工グループは、カーボンニュートラルは事業の成⾧戦略と位置付け、既
に準備が進んでいる脱・低炭素化技術の提案を始めつつ、自社工場のカーボン
ニュートラル化を通じて脱・低炭素化の技術やノウハウを取得して、お客様や
社会に提供してまいります。
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三菱重工グループのカーボンニュートラル宣言

目標年 当社グループのCO2排出削減
Scope1,2

バリューチェーン全体を通じた社会への貢献
Scope3＋ CCUS削減貢献

2030年 ▲50％（2014年比） ▲50％（2019年比）

2040年 Net Zero Net Zero

GHG: 温室効果ガス（Greenhouse Gas） CCUS: Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage

※ Scope 1,2:算出基準は、GHGプロトコルに準じる。
Scope 3 :算出基準は、GHGプロトコルに準じる。但しこれに独自指標のCCUSによる削減貢献分を加味。
当社のGHG排出の内、CO2排出が99％を占めるため、シンプルにCO2削減を目標としているものです。
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目標達成に向けたロードマップ(2/3)

79万トン-CO2（2015) 150,000万トン-CO2（2015）
約1,900倍規模

当社グループのCO₂排出削減
Scope1,2

バリューチェーン全体を通じた社会への貢献
Scope3 ＋ CCUS削減貢献

千トン-CO2

CCUS事業拡大

百万トン-CO2
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省エネ
エネルギーマネジメント

自社技術の導入
高温ヒートポンプ
水素・CCUSなど

脱炭素電源の導入
CO2排出量 CO2排出量

省エネ/電化
社会インフラのスマート化
既存事業の電化・
高効率化

燃料転換
エナジートランジション

自社技術を自社工場へ導入 脱炭素技術を早期に確立し、社会実装に貢献

〈参考〉
12億トン

日本の
GHG排出量
（2019）
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目標達成に向けたロードマップ(3/3)

• 2040年当社グループでカーボンニュートラルを実現し、社会へ積極展開
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3章
MISSION NET ZEROの推進体制と方針
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第2章の趣旨(配付用)

 2022年6月、三菱重工グループは｢MISSION NET ZERO｣を推進するための
専任組織として、｢カーボンニュートラル推進室｣を設立しました。

 カーボンニュートラルに向けては、2023年度末までを｢準備期間｣、2024年度
以降を｢実行期間｣と位置付け、カーボンニュートラル経営に転換致します。

 カーボンニュートラルは、①戦略 ②制度 ③実践 ④対話の4領域の業務が必要
だと考えており、特に2023年度末までの準備期間では次の活動を進めます。
①戦略:基本方針、ロードマップの策定
②制度:経営システムの設計、構築
③実践:カーボンニュートラル工場のトライアル
④対話:社内外ステークホルダーとの意見交換



© Mitsubishi Heavy Industries, Ltd.  All Rights Reserved. 13

文書番号：MTI20220039

カーボンニュートラル推進室の新設

2022年6月、MISSION NET ZEROを推進する専任組織
｢カーボンニュートラル推進室｣を設立

グループ戦略推進室・成⾧推進室

技術戦略推進室・総合研究所
ICTソリューション本部・バリューチェーン本部

エナジー

物流・冷熱・ドライブシステム

プラント・インフラ

原子力

機械システム

防衛・宇宙

民間機

3ドメイン

4セグメント

【新設】カーボンニュートラル推進室

社⾧

CSO※1

CTO※2

※1 Chief Strategy Officer ※2 Chief Technology Officer
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カーボンニュートラル化の基本方針

当社グループの成⾧エンジンとなる脱低炭素取組を目指す

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024～

CN宣言準備

カーボンニュートラル経営カーボンニュートラル経営の準備

▼ 2021/10
MISSION NET ZERO宣言

CNを単に目的化することなく、
当社グループの成⾧の手段となる取組や仕組みの構築を行う。
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カーボンニュートラルの推進体制と取組概要

社内外の関係先と全方位で連携して、①戦略 ②制度 ③実践 ④対話に対応、
単にCN化を目的としない、成⾧の手段となる取組や仕組みを構築。

対話
・

協業

連携
・

協議

カーボンニュートラル推進室社外の関係先 グループ内

【技術開発】

【制度設計・構築】

【工場運営、脱炭素化】

【広報・渉外】

【経営戦略、成⾧戦略】

【データ・情報収集】

①戦略:方針、計画立案

②制度:制度設計、構築

③実践:工場脱炭素化

④対話:広報、渉外

お客様

株主

ビジネスパートナー

官公庁・団体

自治体
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【実践】準備段階における自社工場での実践的取組

2021 2030 20402014

カーボンニュートラル工場運営開始

Integration:三原製作所

｢三原CN先行実現プロジェクト｣

｢工場脱炭素計画｣(3工場)

Innovation:YOKOHAMA HARDTECH HUB

｢CN型エネルギーマネジメント技術開発｣

2021事業計画

実践:具体的な取組

｢工場熱源ソリューション検討｣(3工場)

グランドデザインの策定

以降の事業計画2021事業計画
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4章
三原CN先行実現プロジェクトの概要について
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第3章の趣旨(配付用)

 準備期間中の実践として、①戦略立案、②制度設計へのフィードバックを目的
に、自社工場のカーボンニュートラル化(検討を含む)に取り組みます。

 そのうち、実際に工場をカーボンニュートラル化する取組が三原製作所の
｢カーボンニュートラル先行実現プロジェクト｣です。

 三原製作所は、新交通システム・印刷機械・紙工機械等を製造する工場で約1
万トン/年のCO2を排出していますが、大規模な太陽光発電設備の導入や、省
エネ・電化等の取組により、2023年度末までに｢完全ニュートラル化｣する計
画です。
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三原製作所の概要

三原製作所
(糸崎工場、古浜工場、和田沖工場)

 主な生産品:新交通システム、鉄道
車両用ブレーキ、印刷機械、紙工機
械など

 CO2排出量:約1万トン/年
(当社グループのスコープ1・2の2％相当)

 工場をカーボンニュートラル化するための具体的な手段やコストをリアルに見極め。

 グループ全体のカーボンニュートラル戦略立案や制度設計に反映するための実践。

 できるだけ証書やクレジットに頼らず、CO2の100％削減に拘って取り組み中。
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三原カーボンニュートラル先行実現プロジェクト

三原地区

糸崎・古浜工場 和田沖工場

省エネ・電化等
× H2+ H2

2023年度末に完全なカーボンニュー

トラル工場を実現

MISSION NET ZEROの実現性を示し、

10,000ton-CO2/年をニュートラル化する。

太陽光発電設備を建設
工場敷地内に三原地区の電力需要に相当する

太陽光発電設備を建設

Scope2の脱炭素化を自社用電源で実現

技術開発フィールドとして活用
省エネ、電化、燃料転換、再生可能エネルギー

を挑戦的に導入し、技術やカーボンニュートラルソ

リューション開発のフィールドとして活用

2021事業計画

2021 2023

カーボン
ニュートラル

＋
受変電設備

受変電設備

CO2＝10,000トン ≒ ×700,000本

省エネ・電化等
×

Integration
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CN型エネルギーマネジメント技術開発
2022年度から実証運用を開始
グループの統合開発プランの中核として、
2022年度から実証運用を開始

設備メーカーとしての特徴
発電設備や冷熱製品など、エネルギー供給の
コアとなる製品の知見を活かし、ライフサイクル
コストや運用性を制御アルゴリズムに反映

カーボンニュートラル機器に対応
太陽光発電や、蓄電池を実際に導入し、
カーボンニュートラルマネジメント技術を開発

シミュレーションで効果を確認
オペレーション変更や機器導入をシミュレーション
コストや脱低炭素効果を見える化し、投資回収
精度向上

最新の評価指標を採用
ライフサイクルの平準化コスト等、最新の知見を
用いたエネルギーコストや充放電コストを制御
アルゴリズムに使用

開 発 実 証

YHH CN型EMSコアシステム開発

CN推進モデル工場実装

社外提供用EMS基盤システム

実 装

開 発

2021 20232022
2021事業計画

実 装

供給最適化
アルゴリズム

需要最適化
アルゴリズム

300kW 100kW100kW-500kWh

YHH内
需要設備

データセンター

モータ
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関連リンク及び問い合わせ先
【関連リンク】

三菱重工Webサイト
https://www.mhi.com/jp

三菱重工グループ カーボンニュートラル宣言
https://www.mhi.com/jp/expertise/carbon-neutral

三菱重工グループ カーボンニュートラル説明会
https://www.mhi.com/jp/finance/library/theme

【連絡先】
三菱重工業株式会社 カーボンニュートラル推進室

室 ⾧ 森原 雅幸 masayuki.morihara.am@mhi.com

文書番号：MTI20220010
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